
国旗球型 扁平球型 剣先型 桜竿頭 アメリカンイーグル竿頭

＊DIY（ディー・アイ・ワイ）とは、専門業者に任せずに自らの手で生活空間をより快適に加工
しようとする概念のこと。英語でDo It Yourself（ドゥ イット ユアセルフ）の略語で、「自身で作
ろう」の意。

　Ｍ：「これは、容器に入ったｍ＆’ｍｓのチョコでねーか！形も偏平球で金属製で材質・色艶も最高だ！色は
チョコと同じブラウン・レッド・イエロー・グルーン・ブルー・オレンジの６色あんでねーか！おまけに、Ｍ副長の
ｍマークまで書いてあるぞな！」　制帽のベレーと同じグリーンを即購入だ。自宅に持ち帰り（中身のチョコは
息子が食べた。チョコ大好きのチョコ太郎なのだ。）、ドリルで開口して取り付けた。Ｍ：「お・おーーーー！しっく
りきているぞ！いかすぜ！最高だー！フタを開けてご自慢のＺ旗もしまえるぞ！」家族はいつものように、冷
ややかな眼で見ている。自己満足的達成感であった。後日、荒川沖ブルドックで金の玉子も無事確保した。
チョコの容器は【プレイン　ミニカン　Ｘ】限定販売なので予備用にもう１個確保。

　お気に入りのｍマーク。限定品だそうだ。予備にもう１個購入。

ドリルで開口。玉子の穴がちょっと
ずれているようないないような？

　竿球本体にネジとワッシャ
を接着剤で固定。

ご自慢のＺ旗も収納可能なのだ。

　最近の活動で現物を、みんな見たことがあると思うが、自称：物好きのＭ副長とボーイ隊長は、オリジ
ナル旗印作りにこっている。世間体は、「キャンプの際に原団や隊の存在を他団にアピールするために
掲揚することが目的である。」と言っているが、当事者たちは、馬鹿ッぱた（旗）と称し格安（ＤＩＹの心
得。その一．欲しい物は探せ！その二．欲しい物は作れ！その三．探してない物は自分で作れ！その
四．金は出さずに知恵を出せ！）で作ってみんなに自慢することが最大の目的なのだ。掲揚する旗竿
は、Ｍ副長が自宅の鯉のぼり用に無料で調達してあった安全旗用を流用することにした。先っぽの球
がない、そこでネット検索したところ以下の５種類があるようだ。竿球の世界も奥が深いなー。そして価
格は２，０００円～６，０００円。お金を出して買うのはもったいない。（基本的には、無料のリサイクル品
で作成することが信念）３／８インチのネジはジョイホンで確保。竿球の代用品を探すことにしたが、そう
言えばポテロンで買ったおもちゃくじの金メッキの玉子があったが壊れたので捨てたそうだ。国旗球型
はお恐れ多いし金メッキに塗装加工は自分ではできない、扁平球型はなかなか見かけない形だし、剣
先型はちょっと危険？、桜竿頭は警察や自衛隊のようだし、アメリカンイーグルはアメリカ連盟だ
し・・・・・・・・・うぅん～。こりゃ困ったぞ！その後、ホームセンターや１００円ショップなどへの地道な竿球
探しが始まった。その幸運は突然やって来たのだ。息子をせがまれておもちゃ屋トイザに行ったところ、
息子：「とうちゃんこれ！」　Ｍ：「お・おーーーこれはーーー！　でかしたぞ！息子よ！ご褒美に今日は
ドラクエのカードゲームを３回やっていいぞ！」

＊参考に、団旗と隊旗の竿球を掲載しようと思ったが、日連
のスカウト用品カタログが開かない。どうしたんだろう。

　ぴかぴか☆メッキ仕上げの金の玉子。



　毎年、小学館学年誌などの合同企画「ドラえもん自然はともだちコンテスト」では、【みんながかいた自然を
テーマにした作品を大募集している。夏休みは、山や海や川など自然と仲良くなれる絶好のチャンス。みんな
が見つけたいろいろな自然を思い思いに表現してみよう。みんなからの力作を楽しみに待ってるよ!!】とのこと。

　2008年の環境大臣賞は、キモ
カワのセミの抜け殻で作ったセミ
の幼虫だ。他の者がなかなか考
えられない、するどい着眼点とア
イディアである。Ｍ副長も恐れ入
りました。思わず脱帽！これだけ
の量の抜け殻の調達も大変だっ
たと思う。スカウトたちも、コンテ
ストにぜひチャレンジしてもらい
たい。

　この怪しい三指印は、カブ隊夏キャンプではカブサインであるピースであった
が、なにやらリーダー達で（いつもの３人組）「秘密結社：２０世紀スカウト（仮称）」
が作られたらしい。＊ここで情報を明らかにすると、「秘密結社」にならないとの話
もある。ちなみに、映画「２０世紀少年」のなかよし教団のパクリではない！流用で
ある。＊「とね七福神めぐり」の際、利根１団のスカウトたちには、かなり好評で
あった。
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